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１ 課題の背景とねらい

JA 市原市姉崎蔬菜組合では、8 月下旬から３月中旬にかけてだいこんを作

付しています。しかし、近年の猛暑の影響で、８月から９月にかけての高温乾

燥による出芽不良や病害虫の発生による品質の低下が問題となっています。

そこで、夏季の高温に強い有望品種を選定するため、慣行品種を加えて計5

品種の比較試験を実施しました。

２ 普及活動の経過・結果

（１）品種比較試験の生育及び収穫調査

試験ほは、８月２０日に、畝間５６㎝×株間２３㎝、２粒は種で設置しまし

た。９月２日には種後の出芽率調査、９月２４日と１０月８日に生育調査、

１０月２３日と１０月２９日に収穫調査を実施しました。出芽率調査の結果

では、品種毎に７1％から高いもので 90％と、同じ条件下においても品種毎

で違いが見られました。また、収穫調査の結果では、品種毎に根長や等級割合

に違いが見られ、根長が長い品種ほど曲がりの発生が多い傾向にありました。

（表１及び２）。

注）順位は生産者及び関係機関から聞き取り決定した。形の揃いや、肌の

質感等の良さから判断を行ってもらった。

表 1 収穫調査（10 月 23 日） 

表２ 収穫調査（10 月 29 日） 

葉長 調製重 根長 根径 調製重 規格別等級割合(％)

(㎝) (g/株) (㎝) (㎝) 変動係数 S L 2L ３L

1 49 1,132 34 6.6 14.4 40 47 13 0 1

2 44 1,145 34 6.8 11.8 27 53 13 7 2

3 49 1,258 43 6.6 8.6 0 73 27 0 5

4 45 1,594 38 7.3 24.1 20 20 40 20 3

5 44 1,137 36 6.1 24.8 47 27 20 7 4

No 順位

葉長 調製重 根長 根径 調製重

(㎝) (g/株) (㎝) (㎝) 変動係数 S L 2L ３L

1 49 1,126 34 7.0 15.9 40 40 20 0 1

2 44 1,358 38 7.4 14.4 20 27 53 0 3

3 50 1,366 44 7.2 13.1 0 53 47 0 4

4 50 1,453 38 7.6 18.9 13 33 47 7 1

5 48 1,145 35 6.8 11.7 20 67 13 0 4

No 順位
規格別等級割合(％)
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（２）生産者及び関係機関からの意見聞き取り

収穫調査の際、だいこんを品種ごとに並べ、計５品種の中から３位までの

順位付けを行い、各品種に対する意見を聞き取りました。その結果、根長が

35ｃｍ程度で出荷調製しやすいこと、形状の揃いが良かったことなどから、

慣行品種が最も高い順位となりました。慣行品種以外に対する意見として、

根部の長さや太さ、形状が良かったと前向きな意見があった一方、根部が長

くて曲がりが多い、根部が細いといった改善を求める意見がありました。

３ 今後の課題

高温障害や連作障害、高齢化等による担い手減少への対策などが課題とな

っています。そのため、昇温抑制型マルチや緑肥等の実証ほ設置、省力化機

械の導入推進や共同洗浄選別施設の改修によって業務効率化を図り、安定し

た農業経営を維持することで、産地の維持と発展を支援していきます。

４ 担当者

市原グループ

５ 協力機関 市原市、JA 市原市

写真１ 試験ほ場 写真２ 収穫調査の様子

－17－


	（こちらを採用）普及活動の実績②_0303.pdf
	00 表紙_田川
	01 発刊によせて
	02 目次‗浦西
	03 Ⅰ（中表紙）普及活動の成果
	04 ともに伸びよう！千葉地域の若手いちご農家_武田 p2~4
	05 Ⅱ（中表紙）普及活動の記録 p5
	06 農業のはじめの一歩！鳥獣害対策を現場で学ぶ_田川 p6~7
	07 気候変動に対応した水稲経営の改善支援_川島健太郎p8~9
	08 WCS用イネ後作で飼料用トウモロコシ二毛作_岸田 p10~11
	09 千葉地域の水田農業を未来へ_浦西 p12~13
	10 GAPで築く持続可能な農業の未来_田口 p14~15
	11 だいこんの安定出荷に向けて_鳥海 p16~17
	12 生食用ばれいしょの課題と改善への取組_川邊 p18~19
	13 八千代の梨産地の維持・発展に向けて_中尾 p20~21
	14 高温下における水稲の品質向上に向けて_鶴岡 p22~23 
	15 気候変動に対応した秋冬にんじんの品種比較試験‗羽山 p24~25
	16 秋冬ねぎの安定生産に向けて_原 p26~27
	17 白紙 p28
	18 Ⅲ（中表紙）普及活動の主な行事 p29
	19  令和７年度主な行事　p30~31　
	20 発行
	空白ページ


